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跡津川断層

最近の

話題から

野沢保(地質部)

､.まえがき

跡津川断層は日本列島の活断層の桂かでも長大なもの

の一つである.それは飛騨山地北部をENE-WSW

方向に切り山を崩し人家を埋め発電所の水路をお

びやかしている(第1-ab図).それ故音から地形

学的にも地質学的にも研究がすすみ現在も電力会社や

大学などの機関の観測が実施されている.

私は飛騨山地を何年か歩いた.跡津川断層について

気になることがいくつかたまった.もともと私は活断

層などにはしろうとだし活断層にぱかりかまっていら

れない状況にあったのでもう少し勉強してから話をま

とめたかった.しかし勉強の機会はなかたかないの

で少し恥じくてうしろめたいけれども勇気を出して

カタルシスのような小文をっづることにした.

これまでの跡津川断層についての研究の多くは跡津

川断層そのものに集中していたよう粗気がするのでこ

こでは跡津川断層の周辺をも広域的にあわせて考えな

がらいくつかの問題をあげてみたい.

2.跡津川断層のあらまし

跡津川断層は飛騨山地北部をほぼ立山と白山を結ぶ

線にそってENE-WSW方向におよそ70kmにわた

って追跡される大断層である(第2図).この断層は

飛騨山地に直線的な河谷をきざみ稜線にきりこみをつ

くり断層崖をけづり出し大小のガレをつくり破砕

帯･粘土帯を出現させている.この断層はその分布

地域の基盤岩類飛騨変成岩類･船津花筒岩類および中

生代手取層群だけで淀く第三紀層やごく若い現世の

崖錐や段丘堆積物まで切断･変位させ現在の地形に著

しい影響をあたえている(第4一･b図).

跡津川断層は古く村岡析(1914)によってはじめて

報告されて以来多くの研究の対象に怠ってきた.申

でも松田時彦(1966)の研究は有峯湖(東茂住)一白

木峯一飛騨古川の3図幅地域にわたって詳細恋野外観察

と記録の検討をくわえこの大活断層の全貌をくわしく

とらえている.跡津川断層そのものの主要な性質につ

いてはこの松岡の論文や5万分の1地質図幅および説

第1図a帰雲城

(白州村保木脇)

山崩れで数百という人命と共に数億円に達しようという財宝も地下に埋れたとい

う.室さカ童しに夢を燃やす老人もいた.ひところ週刊紙や新聞に出た.

観光にカをそそぐ村では早速看板をたてた.
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第1図b帰雪山のあたり

左手の山は帰雪山白川谷は山の手前を画面に平行に流れ

る.白川谷の川ぞいの低地は白川花嵩岩高地は濃飛流

紋岩である.流紋岩地城に山崩れが著しい.どのあ淀

ゆ帰議城やら山崩れのある谷に跡津川断層に平行する

断層が走る.�
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明書船津(礒見博･野沢保1957)東茂住(河合正

虎･野沢保1958)五百石(野沢保･坂本亨1960)

および地域地質研究報告飛騨古川地域の地質(野沢保

その他1975)などに記載をゆづりたい.なお跡津

川断層の日本列島中部における位置については本誌37

頁第1図を参照にされたい.

3.跡津川断層の現在のうごき一変位簸の分

布と変化

跡津川断層の現在の変位について多くの研究者の一

致している見解は次の通りである.この断層は少な

くとも跡津川から小鳥川中流にいたる部分では水平変

位量2～3km右ずれ垂直変位量数100m南おちで

ある.これらの変位量やその運動方向は河谷･流路

の屈曲や現世の堆積物にきざまれた変位地形の変化
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基盤岩のっながりぐあいなどから推定されるもので多

くの研究があるのでここでは説明を省略する.例えば

国1……1新'ヒ代火山料および堆積料類

囮後期白亜紀雄長質火成榊貞

匡ヨシュラ紀手取層群

臣]船津花開岩類

囮飛騨変成岩類
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第2図跡津川断層地域の地質概図

第3図

跡津川断層地城関係地名図

第4図

層の遠望

a(左)

ヨ跡津川断層(河合村天生)

韻鑛驚喜窪線燃票裟ぞ忘恋撚

点在する.

｣雛轟(利賀村水無)

あてびお谷から酉水無谷をのぞむ.�
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第5図跡満州断層に交差する河川の屈曲

(河合村小烏川下流)

跡津川断層は小鳥川にほぼそって走り北両端で

は井谷へ入る.北側の支谷は小鳥川に入るとこ

ろで左にひきづられた形で屈曲する.

水平変位については断層に交差する河川の屈曲(第5

図)基盤岩のつながりぐあいの変化(第2910図)

租どの例を参照1こされたい.

水平変位

跡津川断層は右ずれとしても隣接する平行断層の水

平変位はどうたのだろうか.跡津川断層の南側には

約6kmをへだててわずかに方向をかえながら戸市断

層が走る(第2図).戸市断層は連続性がよくなくて

一貫した変位方向は明かではないが飛騨古川･船津･

東茂住図幅地域内の基盤岩類のつながりぐあいからみる

と右ずれのようである.

跡津川断層の北側には同じく約6kmをへだてて

ほとんど平行な年首断層がありさらに北方にも小規模

な平行断層が飛騨変成岩類中に配列し第三紀層に接す

る部分までっづく.これらの断層は跡津川より北東

部分のわずかな一部で多少混乱もあるが大半は右づれ

である(第29図).

水平変位量についてみると跡津川断層は小鳥川中流

部で約2.2km(松田1966)という･年首断層は水無

付近で“利賀ヘイズン"の軸端を切り南側は西方にす

なわち右ずれ方向に約4km移動している(第g図)･

こうしてみると跡津川断層と年首断層の合計右ずれ

量涼少なくとも6長mに達することになる･跡津川断

層は小鳥川中流以西では変位量カミ急減して､約7km

西方の白川谷付近ではほとんどみとめられなくなる.

年首断層は白川谷まではみとめられるがその西方延長

はほとんどみとめられない.

跡津川断層は東部へゆくと水平変位量が漸減してゆく

らしく松岡(!966)によると跡津川上流の有峯地域

で1.6km前後になりさらに東方へ減少してゆくという.

事庸は年首断層でも似ていて水無で約4k㎜と推定さ

れる変位量が東部の茂住では飛騨変成岩類と手取層

灘の境界のずれも両者の境か衝上断層であることを考

慮に入れるとごくわずかでおそらく数100血に狂っ

てしまう.こうしてみると全体として右ずれといっ

ても水平変位量は跡津川一小鳥川中流地域の跡津川

断層および付近の平行断層群に偏って大きく酉に急減

し東に漸減していることがわかる.それにしても

跡津川断層と年首断層が白川谷までわずか10kmの間に

合計6kmに達する水平変位量がなくなってしまうよう

にみえるのはどうしたことであろうか.

垂直変位

跡津川一小鳥川中流地域における跡津川断層と戸市･

年首の両断層は南おちである.これらの断層では

地形的にも断層の北側が高いし跡津川断層や年首断層

では若い現世堆積物の切断されている部分の観察もこ

れをうらづけている.

ところカミ逆方向すなわち北おちの部分もある.跡

津川断層についていうと西部の有峯東方地域では地

形的にも基盤岩のつながりぐあいからも北おちの部分

カミあらわれる(第2区および河合･野沢1958など).

有峯西方の跡津川地域については現在は南おちである

が問題があるので次章でのべる.年首断層は長距離

にわたって南おちを維持するがそれより北方の平行断

層については水無北方地域についてみると地形的に

もまた第三紀層が南側の飛騨変成岩類と断層で接して

いることからもまた次章でのべる飛騨変成岩類の内部

構造の変化からも北おちである(第9図).

現在の垂直変化を全域についてまとめてみると跡津

川一小鳥川中流地域では跡津川･年首両断層について

か在り祖変位量のある南おち年首断層より北方の地域

ではかなり相変位量で北おち跡津川東方地域では多

少混乱があり変位最は小さいようである.

っいでにいうと関西電力の下小鳥発電所の送水隆道

は小鳥川中･下流地域では跡津川断層の南約1長m

を約8kmの距離にわたってほぼ平行に走っている.

四囲の情況からみても跡津川断層地域のもっとも変動

の著しい部分につくられたことになる､

天生谷取水路薩遣

以上かなり巨視的荏変位運動の性格についてのべたが

断層の個々の露頭はかなり複雑で水平に近い断層が跡

津川断層系の断層面と交差していたりいろいろ恋程度

にもめていたりする.

松田(1966)は“断層面はほぼ垂直幅数｡m～数10

cmの断層粘土帯をなしその両端に幅10数m～数10蛆�
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第6図天生谷隊道路線地質略図

(河合村天生下小鳥発電所天生谷取水路)

本図は関西電力下小鳥発電所建設所桂らびに工

事関係者の協力で鈴木盛久氏と共に調査した

ものである.1971年6月

の破砕帯を伴う"とのべている.小鳥川の支谷で跡

津川断層そのものを横断する薩道があるので簡単にのべ

ておく.跡津川断層は小鳥川中流以西では小鳥川の一

支谷天生谷を走る.この天生谷を下小鳥川発電所天生

谷取水路薩遣が横断する.ここでの跡津川断層の方向

はN62㌦薩道の方向はN72.W跡津川断層はこの薩

道の中ほどを通っている(第6図).ここでは破砕帯の

幅は北側で35m南側で20m中央に約5mの粘土帯

をはさむ.破砕帯と粘土帯は漸移し破砕帯と壁岩は

比較的鋭い境界をもち北側は花開岩に南側は変成岩

類に接する.壁岩がこの付近で多少破砕し変質してい

るのはこの断層のせいかもともと次章でのべるよう

な古い構造運動のあったせいなのかたしかでない.

天生谷の急峻な地形からは谷底の表土の下にやわら

かな粘土のつまった開いた割れ目がこのように幅広く存

在することには意外な印象をうける.跡津川断層がど

こでもこのように幅広い粘土層をもっているわけではあ

るまい.変位量の大きい地域ということに関係がある

のであろうか.

なお現在の跡津川断層の変位速度は松困(1966)

によると第三紀後期からの通算で1～数皿/1,000年

という.天生谷の隆道が掘さくされてから6年になる

カミ現在までのところ変位はほとんどみとめられないよ

うである(電力中央研究所佐竹義典氏談).

天生谷の断層粘土をみると色の異なった数㎝■の層が

何層もほぼ重直に近い傾斜で重りあっている(第7図).

変位運動は連続的にではなしに不連続的に何回もく

りかえしておきたのであろう.

4.跡津川断層の過去のうごき

跡津川断層の現在みられる水平変位量は松因(1966)

によると第三紀後期以後の運動だけで十分説明できる

という.現在の水平変位量の“説明"と第三紀中期以

前に変位運動カミどうであったかという問題はいくらかち

がう内容のように思われる.過去のうごきは現在の変

位運動の“前身"として興味がある.

磁鉄鉱鉱床の配列

跡津川下流から小鳥川中流にいたる跡津川断層ぞいに

は一群の磁鉄鉱鉱床が分布する(第3図参照).跡津川

と高原川の合流点土の鉱床からWSW方向へ土･菅沼

･稲越および上ケ島と4つの鉱床が跡津川断層上あるい

はそれに近接して分布する(堀田敦史･武田達也1953).

飛騨山地の磁鉄鉱鉱床はこれらの4鉱床をのぞくと

小鳥川から約8km北方の加賀沢に小さな鉱床が一つ知

られているにすぎない.これらの磁鉄鉱鉱床はいず

れも飛騨変成岩類の石灰岩中あるいはその付近に形成さ

れるものである.

石灰岩をいたるところに多産する飛騨変成岩類の中で

鉱床カミ跡津川断層周辺に集中している事実は鉱床が断

層に関係して形成されたことを示している.これらの

鉱床の形成時期は地質学的に明かでは住い.しかし類

推するなら飛騨山地の他の金属鉱床の形成時期は神

岡鉱山など鉛･亜鉛鉱床の白亜紀と中新世を主とする

北陸第三系中の鉱脈型金･銀･銅鉱床の後期第三紀の2

時期に分れる.いずれにせよ跡津川断層ぞいの磁鉄

鉱鉱床群の分布は跡津川断層が第三紀後期以前に活動

をおこしたことを示唆するものであろう.

岩脈群

跡津川断層およびその平行断層の周囲の飛騨変成岩類

や船津花闇岩類の中には大小の岩脈が数多くみいださ

第7図跡津川断層にそう粘土層

(天生谷取水路隊遺)

粘土層は幅数Cmで色の変った数層からなって

いる.くりかえし何度も変位運動派あったの

であろう.粘土のせいでここでは変位のセ

ンスはよくわから恋かった.�
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第8図

断層と港脈

(利賀村水無北方利賀川ぞ

い路線)

断層は跡津川断層に平行で

岩脈は多少変化するがほぼ断

層に平行である.この平行

断層帯をほなれると別の方向

にかわる.岩脈は中新世の

安山岩質岩脈でほとんど直立

する.この図の地域は飛

騨変成岩類分布地城の北酉周

縁部で第三紀層から2～3

k㎜ほなれている.
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策9図

利賀ベィズンの構造

(利賀村水無侍近)

断層毎に北側の飛騨変成

岩類の構造沸ゆるい傾斜

になりひらいた向斜構

造になる.

(年首断層以北について

は稲月恒夫氏の未公表

灘葦u周させていた

れている｡その中には多少とも変成した岩脈毛多数あ

り船津花開岩類の深成作用の一部として形成されたも

のと考えられている(No肌wA1977など).この古い岩

脈については分布や方向の規則性ほみいだされていな

い.岩石カミ変成していて岩種別に段階をわけて規則

性をみいだすのが困難なせいもある.

その次に古いのは特に神岡鉱山の鉛･亜鉛鉱床に関

係する珪長質岩脈や鉱脈で有名底板洞坑のアンコ断層

にそう花筒斑岩脈や吉城鉱山下之本鉱山などの鉱脈

で規則性に乏しいがほぼ東西に走るものが優勢のよう

である･これらの岩脈は白亜紀と考えられている.

これら2時期の古い岩脈と跡津川断層との関係は明か

でない.

もっとも若い岩脈は第三紀層中にしぱしぱみいださ

れるもので飛騨変成岩類の大半の分布地域にはまれで

あるが第三紀層に近い北西縁では多数みいだされる.

大半は安山岩質である.例えば水無北方の利賀川で

は幅0.5～10㎜の安山岩質岩脈が年首断層北方の平

行断層の分布地域に多数みいだされる(第8図).その

137㌻01

ト3舳'

貫入方向はN30～50.E付近の平行断層とほぼ同じ

ものカミ多い.ほとんど直立している.これらの岩脈

は個々の岩脈の両側で飛騨変成岩類のくいちがいはほと

んどみとめられない･これらの安山岩脈は付近の中新

世岩稲累層に関係し中新世初期の貫入と考えられてい

る.これらの岩脈の貫入は中新世初期の跡津川断層系

の運動を示唆するものと考えられる.

��㈰�

ト鮒26'

三三切･十

=ニニニ=二二137023'

垂直変位

跡津川断層の過去のうごきについてもっとも大きい問

題は基盤岩のつながりぐあいからみいだされる.垂直

変位をとりあげてみると跡湊川断層の跡津川一小鳥川

中流地域ではさきにのべたように現在は問題なく南

おちである一しかし跡津川中流で跡鞍川断層が飛

騨変成岩類と手塚層群の境界をきる部分では両側の岩

石のつながりぐあいからいうとどうみても北おちなの

である(第10図)･すなわち両者は横山衝上断層に

よって飛騨変成岩類が手取層群の上にのしあがる関係に

あるが手取層群の上下二層の地層のうち下部層が南側

で広く北側でせまい分布を示すからである.

また小鳥川中流地域でみると飛騨変成岩類の構造

は跡津川断層の南北で著しく異存っていて北側では

ENE-WSW方向の走向ゆるいNNW方向の傾斜で

いくらかNNW方向よりのほぼNS方向の軸のゆるやか

な櫓曲をくりかえすが南側では地層はNS方向に急立

したアコｰデオン榴曲をくりかえしている(第11図).

この南側部分でも岩相を追跡するとほぼENE一

＼＼

干■遇麟)卜

蟹飛騨変成岩類

(主に河合･野沢,1958に.よる)

第10図

跡溝川地域の地質概図

(神岡町跡津)

飛騨変成岩類と手取層灘との境界は低角の横山衝上断層である跡

津川断層で切られて手取層群の下部の猪谷互層の分布は南側で広く北

側でせまい.これでみると跡津川断層は北おちということになる.�



WSW方向につ狂がるので北側と一連の地層がより強

い横圧力をうけた部分と解釈される(第12図).

同じような関係は第三紀後期以後の運動もふくまれ

るが年首断層およびその北方の平行断層群についても

みられる.例完は水無北方地域でみるとこれらの

断層は飛騨変成岩類の“利賀ヘイズン"構造を輪切り

にする(第9図).利賀ヘイズンはほぼNS方向に走

り北に傾く軸をもっていて各断層で切られると断層

の北側はそれぞれ南側よりゆるく開いた向斜構造になっ

ている.それらの断層の一部はさきにものべたよう

に北側の第三紀層との境界に狂っているので明かに

北おちである.これらの関係からみると(第12図)跡

津川断層の小鳥川中流地域の場合も南側が深部層を示

すものと考えてよいであろう.

すなわち跡津川一小鳥川中流地域では過去におい

ては現在とは逆に北おちであったらしい.

水平変位

水平変位については船津花闇岩類の中に興味のある

事実がある.神岡町東町はほぼ戸市断層の上にある.

ここでは船津花崩岩類カミ飛騨変成岩類に近接していて

ミロナイト化がすすんでいる.このミロナイトの片理

方向はほぼN6ぴEで戸市断層の方向に一致する.

ミロナイト化のもっとも著しい部分は幅数C皿の差し

.い縞状構造をつくる･縞状構造は飛騨変成岩類との接

触部からはなれる方向へ弱く抵りカリ長石の斑晶がめ

だってくる.カリ長石の斑晶はミロナイトの片理方向

劣
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に配列し部分的にミロナイト化をうけ“眼球片麻岩"

を形成する.さらにはなれるとカリ長石は眼球状か

ら自形に近づき岩石の平行構造も圧砕構造も弱くなる一

本図の位置からおよそ400m南方では圧砕構造も平行

構造もほとんどない船津花開岩類になってしまう.ま

た船津花開岩類のペグマタイトやアプライトの脈はし

ばしばミロナイトを切って発達している(第13図).そ

れ故このミロナイトは船津花開岩類の深成作用の終末

期に形成されたものと考えられる.

ところでこのミロナイト化作用のもっとも著しい縞

状構造の部分に径約45cmのほぼ円形の断面をもった

閃緑岩質包有物がぱさみこまれている(第14一･b･

図).この包有岩塊はその内部の平行構造の周辺部での

ひきづり構造や岩魏外側のstrainshadowの構造からみ

ると廻転していてしかも右廻りである(No弘w･1977).

この廻転は両側のミロナイトが右ずれの変位をおこすこ

とによって生じたと考えられる.つまり現在の跡津

川断層と同じセンスなのである.船津花筒岩類の深成

作用は三畳紀一ジュラ紀と考えられている｡そうす

ると中生代前期にすでに現在の跡津川断層に近い平

行断層の位置でほぼ同じ変位方向に同じセンスの水

平変位があったことになる.

以上とりまとめてみると跡津川断層およびその平行

断層群については最近のうごき以前にほぼ同じ方向

の変位運動があったらしい.少なくとも三畳紀一ジ

ュラ紀には戸市断層の一部に同じ方向同じセンスの

水平変位をもつ運動があったし時代は確実で恋いが

おそらく第三紀中一後期には跡津川一小鳥川中流地域

およびその北方で跡津川断層やその北方の平行断層に

第11図

小鳥川地域の地質概図

(河合村跡津川)

断層の南側でアコｰデオン榴

曲北側でゆるく開いた摺蘭

のくりかえし茄対照的である.

U小､洲榊“

□枇堆積物

菅∴

鑑

團瑳瀦1閃緑岩終

NOZムWA(1977〕

f口二鯛鰯一角閃石撒1/

iEコ小島川湘質片麻岩など〕

区1三合谷層(角閃耕撒ど)

回天搬鋼片撒ど/

魎芦谷醐石片撒ど)

圃袖峠層(石灰質片麻岩など〕

囚晶質三囎

第12図水無および小鳥川中流地域の飛騨変成岩類の

構造の模式概念図

上半は水無下半は小鳥川中流地域で両地域とも年首断層や跡

津川断層あるいはその平行断層に切られて北側がゆるく南側

が急立した構造に底る.

跡津川断層の南側の構造の解釈について繊議輸のあるところであ

るか含黒鉛層など地層の岩相をおいかげると地層の走向とほ

ぼ直交するので本図のように南側は北側と一連の地層雅強い

横圧力をうけて変形したものと解釈し淀(野沢その他1975)�
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.㈱§ミ鳶“5ふしぎなニコイ円丘

ノ叔溶三三'川襲の質㍑㌶1㌻㍗1

雫が一脈ツイ円丘を紹介しよう.

多,IllI'→･

高山から官川ぞいに飛騨街道を北上すると

意舳･'図鴻イド鵜ヵ曲かでな宮川村種蔵で跡津川断層にそって東一されこ

魎蟄㍊瓢去な麟碁麻岩薙

むけわしい谷カミわかれる.その谷をおよそ

魎㍊左絨著置鵡雰岩擁

4たm一さかのぼると急に地形がひらけて二

[≡コ鱗難鶉灘宗撃篠1脇)

紗凪1色岩脈コイの平坦面にでる･ニコイの谷はここで

沓…一｡｡､固一グｰタィ1脈左へ枇わち北へまがりゆるやかな峠を

計こえると目の前に南北約1}皿東西約700血

第13図船津花陶岩類のミロナイトの湿原がひらける.湿原は北にせまい出口

(神岡町東町体育館前)

この図の地域の有方には飛騨変成岩類が分布し左方にはミがあって谷はさらに大きなカｰブをえがい

ロナィト化のほとんどみとめられない船津花陶岩類(船津型花て北酉へ下ってゆく.飛騨山地にはこう

闘閃緑崇)があって移化する.ミ回ナイト化はこの地域で

右側ほど著しい.いう平坦面が海抜1,000m以上の高位にしば

ついて同じ方向桂がら現在の南おちとは逆の北おちのしぱ発達している.その一部に湿原や池があって水

垂直変位をもった運動があったことはたしかである.芭蕉の産地になっていることもめずらしくない.しか

これらの運動にはそれぞれ垂直･水平変位がともなっしニコイで著しいのはその湿原の中ほどにこつ然と頭

だであろうしまた運動はセンスをかえながら何回をもたげているまんじゅう型の円丘である(第1トab

もくりかえしたかもしれ荏い.C図).

円丘は底面ではいくらかNE-SW方向すなわち

跡津川断層方向に長くいくらか角はっていてNE-

SW方向で約100mNW-SE方向で約65mである.

上部はほとんど半球に近くなり遠くからみるとどの

方向からみても円丘にみえる(第14一･図).その湿原か

らの高さは約40mまわりのけわしい男性的な壮年期地

形の中でゆるやかな女性的な老年期地形を示している.

円丘の表面は草と灌木におおわれかなりあつい表土

右まわりの廻

転をしている.におおわれる･構成岩石は地石に達したかどうかた

したがって周囲のしかでないが透輝石･斜長石･石英片麻岩が多い.

ミロナイトは右ず

れである.湿原をとりまく飛騨変成岩類も石灰質で･透輝石･(角

]0㎝(N｡弘w.1977)

第14図b

東町の廻転包有岩塊の北東側の端部

第14図｡

夂

∫∫/

一い

�

写真(b)の説明図包有岩塊の北東端a図の左端.

岩塊の内部構造は右まわりの廻転のひきづり構造を

示す.S腕in富hadoW添右よりにできて優白色

の花筒岩質物質沸あつまっている�
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閃石)･斜長石石英片麻岩を主とし石灰岩や角閃石･

黒雲母･斜長石･石英片麻岩などをともなう.透輝石

･斜長石･石英片麻岩の片理はあまり明瞭で渋い.無

理にはかってもぱらっくのは飛騨変成岩類の石灰質片

麻堵の通性である.

跡津川断層はこの円丘の南東をNE-SW方向にか

すめて通る.この湿原の北西と南東にはゆるやかた

湿原の景観とは対照的にナイフのような脊をけづりた

たせた山稜が跡津川断層の方向にのびている.

この円丘は何だろう.

跡津川断層にまきこまれた地塊だろうか.たしかに

跡津川断層はこの付近で少校くとも2kmの水平変位が

ある.航空写真でみると(第15-b図)円丘の北西に

も跡津川断層に平行底断層らしい線形がみえる.断層

運動で廻転してまるく狂ったのだろうか.残念なこと

に円丘も湿原の周囲の飛騨変成岩類も片理が明確でない

ので片理で廻転をたしかめることはむつかしい.

湿原と円丘は昔の蛇行河川の残存物だろうか.たし

かに飛騨山地では急峻な地形の中で河川はしばしば蛇

行し馬蹄形の河谷をつくる.しかし円丘の高度は

およそ1,000mで大きな河川があったとは考えにくい.

しかも湿原と円丘は小さな水系ではあるがほとん

ど分水嶺に近い位置にあって流量の大きな河川があっ

第15図a

ニコイの円丘地形図

(官川村ニコイ)

中央のニコイ円丘の南東をNE-SW方向に跡

津川断層が走っている.

たとはますます考えにくい.

湿原は陥没地形だろうか.かって飛騨山地には準平

原の時代があり現在その名残りが山頂･山稜部の平

坦面だという考え方は支持者が多い.湿原はその準平

第15図b

航空写真

申央右下よりを斜に走る谷は跡津川

断層.円丘をはさんで左上にも平

行する断層がみとめられる.�
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葦原の一部の陥没で円丘ほその準平原の突起だったのだ

ろうか｡飛騨山地の準平原の残存地形はふつう山頂

}部に発達する.この円丘の位置は山頂部ではない.

このような局所的祖陥没地形があるものだろうか.飛

騨山地全体をみわたしても私の見闘でも地形図や航

空写真からも他に同種の地形はみいだされていない.

要するにわからないのである.この湿原は何なのか.

円丘は何なのか.周囲が壮年期地形荏のになぜ湿原だ

けか老年期地形なのか.これらの湿原と円丘の形成は

跡津川断層の変位運動と本当に関係カミあるのだろうか.

あとがき

跡津川断層のような大きな構造運動がその前の段階

のどういう運動を継承し発展させているのかという疑

問が興味の出発点であった.これからも専門家の意

見をききながらデｰタをあっめたいと考えている.

ニコイのふしぎな円丘については構造地質や飛騨変

成岩類の研究をしている人々に現地をみせたり写真

をみてもらったりしたけれどもはかばかしい解答がか

えってきていない.問題を広く紹介して諸賢の御教

示をあおぎたい.

この小文をつづるにあたってしろうとの私にいろいろ御教示

下さった各位や最新のデｰタをお教えいただいた電力中央研究

所の佐竹義典氏調査資料の使用を許された広島大学鈴木盛久

氏･北海道大学稲月恒夫氏その他の方にあつく感謝する.

第15図｡ニコイの円丘の遠景

上:南側から

中:東側から

下:北側から

つまりどちらからみてもほぽ丸いので

ある.下図の左半には写真をとっ

ている位置からはるかに南西にのびる

跡津川断層のつくる谷がのぞまれる.

参考文献

堀田敦吏･武田達也1953:岐阜県吉城郡神岡町坂上村河

合村跡津断層沿線地域鉱産資源調査報告地下資源調査

報告第3輯P.31-36岐阜県

議見博･野沢保1957:5万分の1地質図幅｢船津｣および同

説明書43P.地質調査所

河合正虎･野沢保1958:5万分の1地質図幅｢東茂住｣およ

び同説明書76P.地質調査所

松囲晴彦1966:跡津川断種の横ずれ変位震研彙報N皿44

倮���㈡�

村岡析1914:跡津の大断層地質雑vo1.21P.206-208

野沢保･坂本亨1960:5万分の1地質図幅｢五百石｣および

同説明書68P.地質調査所

一･その他1975:彌騨古川地域の地質79P.地域地質研

究報告地質調査所

丁.No脳wA1977:HidaBe1tandHidaMargina1Be1tin

Centra1HidaMountains,inNY畑且DAetaLed.,

���楣晥�楣����捴�楴�����摭整���

灝嵩�楮捥�牡�慰慮倮����漱�楣�卵��

潦���

山岡直利･その他編1974:50万分の1地質図幅｢金沢｣(第

2版)地質調査所�


